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研究成果の概要（和文）：股関節のkinematics・kineticsについて、生体股関節については3D-MRIデータとボクセルベ
ースドレジストレーション法を用いて、人工股関節全置換術（THA)後については2d/3d マッチング法を用いて、筋力評
価を行い調査した。生体股関節では、正常例よりも寛骨臼形成不全例で変位量が大きく、正常若年女性と正常高齢女性
の比較では特定の肢位で変位量が大きくなっていた。THA術後のしゃがみこみ動作について、屈曲可動域は術後１年ま
で増加するものの術後３年では有意な増加はなく、また骨盤後傾は術後１年までは減少するものの、術後１年と３年で
有意差を認めず、筋力は術後３ヵ月で術前より増加していた。

研究成果の概要（英文）：To investigate kinematics and kinetics of the hip joint,3D-MRI with voxel-based 
registration method for the native hips,and fluoroscopy with 2d/3d registration method for the hip with 
total hip arthroplasty (THA) were applied.Muscle strength was also evaluated using hand-held-dynamometer. 
Translation was significantly larger in dysplastic hips than normal hips. Translation at specific hip 
position was significantly larger in the normal aged women than that in the normal aged women. In the 
evaluation of squatting after THA, flexion angle increased significantly at 1 year postoperatively 
without following significant increase by 3 years. Pelvic posterior tilt decreased significantly at 1 
year postoperatively without following significant decrease by 3 years. Muscle strength around th hip 
joint increased postoperatively and that exceeded the preoperative value at 3 months postoperatively.

研究分野： 医歯薬学

キーワード： リハビリテーション
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１．研究開始当初の背景 
生体股関節に関して、生体内動態を反映し

た kinematics や、関節周囲筋力を含めた
kineticsはいまだ明らかではない。また人工
股関節全置換術施行後の股関節安定性に関
する kinematics及び kineticsについての研
究もほとんどないのが現状である。股関節の
kinematics及びkineticsを解明することは、
疾患との関係を検証し、治療法・手術適応の
決定や、効果的な治療法・リハビリテーショ
ンの確立へつながると考えられる。 
 
２．研究の目的 
 生体股関節及び人工股関節全置換術後の
股関節について、骨関節の生体内動態を種々
の肢位で三次元定量的に解析し、股関節の
kinematicsを明らかにする。また股関節周囲
筋力を計測し股関節の kinetics を明らかに
する。 
 
３．研究の方法 

(1)股関節の kinetics評価に関して、筋力
評価の妥当性をハンドヘルドダイナモメー
ター(HHD)及び等速性筋力測定機器（バイオ
デックス BDX-4C)を用いて検証した。股関節
屈曲、外転、伸展の 3方向における最大等尺
性筋力を１回につき 3秒間、各方向 3回計測
し、筋力値はトルク体重比（Nm/Kg）として
求め、平均値を採用した(図１)。バイオデッ
クスによる測定は、各方向について等尺性筋
力測定モードで行った。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

      図１ 筋力測定 
 
(2)生体股関節での骨関節の kinematics・

kinetics を明らかにするため、正常 15 例と
寛骨臼形成不全 15 例を対象に、3D-MRI と
volume registration 法を用い、筋力評価を
併用して解析した。 
(3) 人工股関節全置換術後の生体内

kinematics・kinetics を明らかにするため、
術後症例 50 例を対象にレントゲン画像に

2d/3d マッチングを行い、筋力評価を併用し
て解析した。 
 
４．研究成果 
(1)股関節周囲筋に対する HHD を用いた測

定の信頼性について、測定の再現性（ICC）
は、検者内では 0.87～0.90、検者間では 0.89
～0.90で、バイオデックスを用いた筋力評価
とも高い相関を示し、HHD による股関節周囲
筋測定の妥当性を確認しえた。 
THA 施行例での股関節屈曲、股関節外転、

股関節伸展、及び膝関節伸展筋力を術前から
術後３か月まで計測したところ、術後 3週で
膝関節伸展筋力が術前より低値となるもの
の、術後 3ヵ月ですべての筋力が術前レベル
以上となった(図２)。また術側・非術側の筋
力差では、術後 3ヵ月ですべての筋力に有意
差を認めなかった(図３)。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
     図２ 筋力の推移 

 

 

 

 



 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
    図３筋力 健側との比較 
 
(2) 生体股関節の kinematics・kinetics

について、正常例に比較して寛骨臼形成不全
例では変位量(translation)は大きくなって
いた。正常若年女性（20－40歳）と正常高齢
女性（60－80歳）の比較では、特定の肢位で
translationが大きくなっていた。 
(3) 人 工 股 関 節 全 置 換 術 後 の

kinematics・kineticsについて、術後 3年ま
でしゃがみこみ動作について経時的に評価
し、屈曲可動域は術後１年まで増加するもの
の術後３年では有意な増加はなかった。また
骨盤後傾は術後１年までは減少するものの、
術後１年と術後３年では有意差を認めなか
った。 
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